
森林な人々

木
と
人
を
つ
な
ぎ
、次
世
代
へ
と
継
承
す
る
た
め
に

　

木
と
建
築
で
創
造
す
る
共
生
社
会
実
践
研
究
会
の
前
身
と
な
っ
た
の
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
23
年
度
ま
で
文
部

科
学
省
の
オ
ー
プ
ン
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
の
ひ
と
つ
と
し
て
東
洋
大
学
に
設
立
さ
れ
た「
木
と
建
築
で
創
造
す

る
共
生
社
会
研
究
セ
ン
タ
ー
」（W

A
SS

）で
す
。

　

W
A
SS

は
、
産
・
学
・
官
・
民
の
幅
広
い
関
係
者
の
参
画
の
も
と
、
5
年
間
に
わ
た
っ
て「
学
校
建
築
を
主
軸
と

し
た『
木
・
共
生
学
』の
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
実
践
」を
テ
ー
マ
に
研
究
活
動
を
進
め
、
木
の
学
校
づ
く
り
、
木

の
建
築
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
課
題
を
明
ら
か
す
る
と
と
も
に
、
林
業
・
林
産
業
、
製
材
業
、
建
築
、
教
育
、

行
政
等
に
ま
た
が
る
関
係
者
の
分
野
横
断
的
な「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」を
構
築
し
、
新
し
い
可
能
性
を
切
り
拓
い
て
き

ま
し
た
。

　

木
と
建
築
で
創
造
す
る
共
生
社
会
実
践
研
究
会
は
、
こ
のW

A
SS

の
理
念
と
成
果
を
受
け
継
ぎ
、
さ
ら
に
研
究

の
上
に
実
践（A

ction

）を
加
え
たA

-W
A
SS

と
し
て
、
平
成
26
年
2
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

第11回

木
と
建
築
で
創
造
す
る
共
生
社
会
実
践
研
究
会（
A
‐
W
A
S
S
）

　
木
と
建
築
で
創
造
す
る
共
生
社
会
実
践
研
究
会(A

ction-oriented S
tudy G

roup on W
ood and 

A
rchitecture for S

ym
biosis S

ociety C
reation

：
略
称A

-W
A

S
S

)

は
、
産
・
学
・
官
・
民
の
幅

広
い
関
係
者
が
参
画
し
て
い
る
研
究
会
で
す
。

　
森
と
里
と
ま
ち
を
結
ぶ
持
続
可
能
な
循
環
型
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
た
調
査
・
研
究
や
研
修
会
等
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

企
業
・
団
体
と
一
線
を
画
し
た
研
究
組
織

　

大
学
の
研
究
機
関
だ
っ
た
W
A
S
S
の
優
れ
た
点
は
、
公
正
・
中
立
・
平
等
の
立
場
で
活
動
し
て
い
た
こ

と
で
す
。
A
‐
W
A
S
S
は
、
こ
の
W
A
S
S
の
精
神
を
受
け
継
ぐ
た
め
、
企
業
・
団
体
と
一
線
を
画
し
た

個
人
会
員
制
の
研
究
会
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
テ
ー
マ
は「
木
の
学
校
づ
く
り
、
木
の
建
築
づ
く
り
」を
核
に
、
持
続
可
能
な
森
林
資
源
の
活
用
を
通

じ
た
地
域
に
根
差
す
建
築
・
産
業
・
文
化
の
継
承
・
発
展
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
木
の
建
築
と
木
質
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
結
び
つ
け
る
こ
と
で
自
立
的
な
循
環
型
地
域
づ
く
り
を
進
め
、
共
生
社
会
の
理
念
の
実
現
を
目
指
す

こ
と
。

　

会
員
の
生
業
は
大
学
等
の
研
究
者
、
国
や
市
町
村
の
行
政
者
、
建
築
意
匠
・
設
備
設
計
者
、
コ
ン
サ
ル
、

森
林
組
合
・
素
材
生
産
事
業
者
、
製
材
事
業
者
、
家
具
製
造
業
者
、
地
域
活
動
者
な
ど
多
種
多
様
。
今
、
日

本
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
小
さ
な
学
校
」「
小
さ
な
公
共
施
設
」「
小
さ
な
地
域
社
会
」を
核
と
し
た「
持

続
可
能
な
共
生
社
会
」で
あ
る
と
い
う
作
業
仮
説
を
基
に
、
ま
ず
自
ら
の
生
業
を
通
し
て
会
の
目
的
を
実
践

し
、
賛
同
者
と
力
を
合
わ
せ
て
地
域
の
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

栃木県鹿沼市立粟野第一小学校の木造新校舎見学会

A-WASS発足会で挨拶する東洋大学理工
学部教授・長澤悟会長（平成26年２月）
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木と建築で創造する
共生社会実践研究会（A-WASS）

研究会の発足を伝えたA-WASS通信創刊号
(平成26年４月)

共
生
社
会
の
理
念
の
実
現
に
向
け
た
総
合
的
・
実
践
的
な
活
動

①
持
続
可
能
な
森
林
資
源
の
活
用
が
図
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
。

②
地
域
に
根
差
し
た
建
築
・
産
業
・
文
化
の
継
承
が
危
い
状
況
に
あ
る
こ
と
。

③
建
築
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
構
造
が
自
立
的
で
な
い
こ
と
。

　

A
‐
W
A
S
S
で
は
、
取
り
組
む
課
題
を
右
の
３
つ
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
つ
い
て
複
数
の
原
因
を

設
定
し
、
産
・
官
・
学
か
ら
集
ま
っ
た
多
彩
な
会
員
が
、
克
服
の
た
め
の
議
論
を
重
ね
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
、
持
続
可
能
な
森
林
資
源
の
活
用
を
図
る
た
め
の
活
動
が
、
調
査
研
究「
地
域
材
の
利
用

と
り
わ
け
木
造
・
木
質
建
築
物
が
発
揮
す
る
多
面
的
な
機
能
の
体
系
的
整
理
」（
通
称
：
木
は
い
い
ん
だ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
）で
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
木
材
や
建
築
な
ど
関
連
分
野
の
学
術
関
係
者
を
は
じ
め
、
幅
広

い
関
係
者
の
参
画
の
も
と
、
地
域
材（
国
産
材
）を
利
用
す
る
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
の
理
解
の
増
進
に
つ
な

が
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

実
践
的
な
活
動
と
し
て
は
、
平
成
26
年
11
月
に
岩
手
県
住
田
町
で
開
催
さ
れ
た「
全
国
木
の
ま
ち
サ
ミ
ッ

ト
」で
採
択
さ
れ
た『「
わ
れ
ら
木
の
ま
ち
」宣
言
』へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
、
テ
ー
マ
別
討
議
へ
の
参
加
な
ど
の
協

力
を
通
し
て
、
地
方
に
お
け
る
木
材
利
用
の
重
要
性
を
発
信
し
ま
し
た
。

岩手県住田町で行った木造新庁舎の
建築プロセスに関するヒアリング

木造築26年の日光市立轟小学校を視察

企
業
・
団
体
と
一
線
を
画
し
た
研
究
組
織

　

大
学
の
研
究
機
関
だ
っ
た
W
A
S
S
の
優
れ
た
点
は
、
公
正
・
中
立
・
平
等
の
立
場
で
活
動
し
て
い
た
こ

と
で
す
。
A
‐
W
A
S
S
は
、
こ
の
W
A
S
S
の
精
神
を
受
け
継
ぐ
た
め
、
企
業
・
団
体
と
一
線
を
画
し
た

個
人
会
員
制
の
研
究
会
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
テ
ー
マ
は「
木
の
学
校
づ
く
り
、
木
の
建
築
づ
く
り
」を
核
に
、
持
続
可
能
な
森
林
資
源
の
活
用
を
通

じ
た
地
域
に
根
差
す
建
築
・
産
業
・
文
化
の
継
承
・
発
展
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
木
の
建
築
と
木
質
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
結
び
つ
け
る
こ
と
で
自
立
的
な
循
環
型
地
域
づ
く
り
を
進
め
、
共
生
社
会
の
理
念
の
実
現
を
目
指
す

こ
と
。

　

会
員
の
生
業
は
大
学
等
の
研
究
者
、
国
や
市
町
村
の
行
政
者
、
建
築
意
匠
・
設
備
設
計
者
、
コ
ン
サ
ル
、

森
林
組
合
・
素
材
生
産
事
業
者
、
製
材
事
業
者
、
家
具
製
造
業
者
、
地
域
活
動
者
な
ど
多
種
多
様
。
今
、
日

本
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
小
さ
な
学
校
」「
小
さ
な
公
共
施
設
」「
小
さ
な
地
域
社
会
」を
核
と
し
た「
持

続
可
能
な
共
生
社
会
」で
あ
る
と
い
う
作
業
仮
説
を
基
に
、
ま
ず
自
ら
の
生
業
を
通
し
て
会
の
目
的
を
実
践

し
、
賛
同
者
と
力
を
合
わ
せ
て
地
域
の
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

市
町
村
の
木
造
建
築
を
後
押
し
す
る
た
め
に

　

今
後
も
様
々
な
活
動
テ
ー
マ
を
考
え
て
い
ま
す
が
、
具
体
的
な
も
の
の
ひ
と
つ
が「
町
有
林
や
学
校
林
を
活

用
し
た
市
町
村
で
の
木
造
建
築
の
推
進
」で
す
。
町
有
林
や
学
校
林
の
よ
う
に
先
人
が
蓄
え
て
く
れ
た
財
産
を

使
っ
た
木
造
建
築
は
地
域
の
合
意
が
得
や
す
く
、
市
町
村
の
木
造
建
築
へ
の
取
組
の
第
一
歩
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
小
中
学
校
の
建
築
も
市
町
村
が
主
体
と
な
っ
て
木
造
の
建
築
物
を
建
て

る
重
要
な
機
会
で
す
。

　

A
‐
W
A
S
S
で
は
、
市
町
村
が
木
の
建
物
を
建
て
や
す
く
す
る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
た
め
、
会

員
セ
ミ
ナ
ー
や
研
修
会
を
通
し
て
会
の
能
力
ア
ッ
プ
を
図
る
と
と
も
に
、
産
・
官
・
学
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
か
し
て
、
川
上
と
川
下
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
を
果
た
し
て
い
け
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

●会員数等
　会員数：50名　　会友数：6名
　（平成27年1月現在）
●事務局
　〒103-0004 東京都中央区日本橋3-8-1
　東日本橋コーポラス１F (森の贈り物研究会内)
　Tel.03-3249-0421
　Fax.03-32495133
　E-mail:hanaoka@bdvision.co.jp
●ホームページ
　http://a-wass.org/
●地域支部
　WASS東海
　岐阜県各務原市須衛町7－74－5
　株式会社エスウッド
　Tel.058－379－3023
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